


集団的自衛権の行使容認について慎重審議を求める意見書

　集団的自衛権については、内閣総理大臣の私的諮問機関である「安全保障の法的基盤の再構築に
関する懇談会」も、近年の北朝鮮の動きや尖閣諸島周辺での東シナ海における領海侵犯など、日本を
巡る環境が急速に変化を指摘した上で、「わが国の安全に重大な影響を及ぼす可能性」があるとき、
限定的に集団的自衛権を行使することは許されるとの考え方を示した報告書を政府に提出し、それを
もとに集団的自衛権の行使容認について閣議決定する方針で与党協議を進めている。
　日本国憲法では第９条で「戦争の放棄」、「戦力の不保持」、「交戦権の否認」を定めており、これま
で、政府においては、集団的自衛権を「国際法上保有するが、憲法上行使できない」との憲法解釈をし
てきた。
　安全保障のあり方の議論の必要性は当然のことではあるが、しかしながら性急な憲法解釈の変更に
よる集団的自衛権の行使容認は、国民生活へ大きな影響を及ぼすものであり、十分な意見交換や、全
国で公聴会を開催するなど真摯な国民的議論の上での理解を得て結論を出すべきであると考える。
　よって、国及び政府が進めている集団的自衛権の行使容認の問題の検討にあたっては、慎重に進め
られることを強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２６年　６月２３日　

愛知県愛知郡東郷町議会　　　

　（提出先）
　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣

反
対

　
平
成
26
年
東
郷
町
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
５
月
30
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の

25
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
を
は
じ
め
税
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
４
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
案
１

件
に
つ
い
て
も
審
議
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
審
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
結
果
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

憲
法
解
釈
の
変
更
で
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
認
め
る
の
は
立
憲
主
義
の
破

壊
。
立
場
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
一

内
閣
の
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
っ
て
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
い
う
声
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
る
今
、
意
見
書
を
国
会
と
政
府
に

提
出
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

6月
定例会

賛
成

　

50
㏄
以
下
の
原
付
で
1000
円
か
ら
2000
円

へ
と
倍
増
さ
れ
、
13
年
以
上
経
っ
た
軽

四
輪
車
に
新
た
に
重
課
が
導
入
さ
れ
る

な
ど
、
軽
自
動
車
税
が
増
税
さ
れ
る
。

燃
費
が
良
く
、
環
境
や
道
路
へ
の
負
荷

も
小
さ
い
と
い
う
点
で
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
軽
自
動
車
の
ユ
ー
ザ
ー
を
狙
い

撃
ち
に
し
た
増
税
は
容
認
で
き
な
い
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

可 決
東
郷
町
税
条
例
等
の

一
部
改
正

可 決
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
に
つ
い
て
慎
重
審

議
を
求
め
る
意
見
書

６ 月 定 例 会

議 案 名
※議長　柘植三良は採決に加わらない　○…賛成　×…反対

審
議
結
果

加
藤
宏
明

川
口
一
夫

若
松
孝
行

水
川
　

淳

山
田
達
郎

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

石
川
　

正

柘
植
三
良

若
園
ひ
で
こ

箕
浦
克
巳

門
原
武
志

星
野
靖
江

菱
川
和
英

固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
東郷町税条例等の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ ○
東郷町都市計画税条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
集団的自衛権の行使容認について慎重審議を求める意見書 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

軽自動車税が
来年度からアップします。
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若松　孝行 議 員

名鉄バス東西線（赤池駅〜イオン三好店）が
運行されて満１年になるが利用者実績は

若松　孝行 議 員

一
般
質
問 学校防災マニュアルについて

【
問
】
東
郷
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

【
経
済
建
設
部
長
】
面
積
は

43.4
ha
総
事
業
費
は
143
億
円

平
均
減
歩
率
は
51.4
％
事
業
財

源
と
す
る
保
留
地
11.92
ha
、
事

業
施
行
期
間
は
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
。

【
問
】　
助
成
金
及
び
補
助
金

に
つ
い
て
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

町
助
成

金
と
し
て
10
億
円
が
計
上
。

補
助
金
は
都
市
計
画
道
路
、

名
古
屋
春
木
線
が
対
象
、
補

助
額
7
億
8
千
万
円
を
予
定

町
費
は
国
・
県
・
町
の
補
助

割
合
に
応
じ
た
額
1
億
7,550
万

円
を
計
上
す
る
。

【
問
】　
同
意
書
の
収
集
に
つ

い
て
、
現
時
点
の
状
況
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

発
起
人

会
は
4
月
25
日
か
ら
地
権
者

へ
の
同
意
書
を
配
布
し
、
6

月
5
日
時
点
で
権
利
者
数
・

権
利
面
積
の
両
方
に
お
い
て

85
％
を
超
え
る
同
意
が
得
ら

れ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

す
。

【
問
】　
組
合
設
立
認
可
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

円
滑
な

事
業
実
施
に
向
け
て
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
の
同
意
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
年
中
の
組
合
設
立

を
目
標
に
進
め
て
い
く
。

本
町
の
農
業
に
つ
い
て

【
問
】　
専
業
農
家
及
び
農
業

所
得
納
税
者
推
移
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

25
世
帯

5
年
前
に
比
べ
3
割
減
少
、

25
年
度
農
業
納
税
者
は
6
名

年
間
農
業
納
税
額
は
本
町
全

体
で
306
千
円
で
あ
る
。

【
問
】　
今
度
、
各
自
治
区
単

位
で
農
業
懇
談
会
の
開
催
が

必
要
と
思
う
が
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

農
業
基

本
計
画
の
実
現
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。

【
問
】　
本
町
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
特
に
重
視
し
た
点
は
。

【
教
育
部
長
】　

児
童
生
徒
の

安
全
を
最
優
先
し
、
職
員
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
安

全
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
で

普
段
の
指
導
や
避
難
訓
練
等

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
、
分

り
や
す
く
し
て
あ
る
。

【
問
】　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
町
内

全
小
中
学
校
同
一
か
、
各
学

校
個
別
か
。
そ
の
理
由
は
。

【
教
育
部
長
】　

独
自
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
学

校
と
、
他
校
と
類
似
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
学
校
が
あ
る
。

独
自
の
学
校
は
、
東
郷
（
小
）

春
木
台
（
小
）、
諸
輪
（
小
）

春
木
（
中
）、諸
輪
（
中
）
の

計
５
校
。同
一
の
学
校
は
、音

貝
（
小
）、
高
嶺
（
小
）、
兵

庫
（
小
）、
東
郷
（
中
）
の
計

４
校
。
理
由
は
、
独
自
の
学

校
は
校
舎
の
配
置
や
地
域
の

特
性
を
重
視
し
て
い
る
。
類

似
の
学
校
は
、
職
員
の
異
動

が
あ
っ
て
も
直
ち
に
対
応
が

で
き
る
よ
う
考
慮
し
て
い
る

【
問
】　
教
職
員
の
共
通
理
解

は
充
分
得
ら
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
部
長
】　

十
分
得
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
危
機
意
識
に
つ
い
て

も
学
校
内
の
職
員
会
議
や
防

災
委
員
会
、
避
難
訓
練
等
に

よ
り
普
段
か
ら
共
有
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

【
問
】　
今
後
補
足
す
る
点
は

そ
の
対
策
の
検
討
は
。

【
教
育
部
長
】　

防
災
用
品
の

備
蓄
や
、
町
の
避
難
所
と
し

て
の
開
設
に
お
け
る
学
校
の

役
割
な
ど
を
、
明
確
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
特
に
、
備
蓄
倉
庫
に

つ
い
て
は
兵
庫
小
学
校
に
し

か
な
い
た
め
、
計
画
的
に
全

校
に
設
置
す
る
よ
う
安
全
安

心
課
で
は
検
討
し
て
い
る
。

加藤　宏明 議 員

今年中に組合設立を予定
地権者数・権利面積とも同意率は 85％を超える

「ららぽーと」店内

東郷町の小学校
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一
般
質
問

【
問
】　
本
町
が
レ
ガ
ッ
タ
を

取
り
入
れ
た
こ
と
の
効
果
は

【
教
育
部
長
】　

本
町
の
特
色

で
あ
る
緑
豊
か
な
愛
知
池
を

町
内
外
の
方
々
に
紹
介
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
体
力
増
進
、
町

民
相
互
の
融
和
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

【
問
】　
施
設
の
充
実
、
安
全

面
、
指
導
者
確
保
に
つ
い
て

の
取
組
み
と
考
え
は
。

【
教
育
部
長
】　

今
年
度
ナ
ッ

ク
ル
艇
6
艇
を
購
入
、
エ
ル

ゴ
ー
メ
ー
タ
ー
は
買
い
替
え

時
期
を
検
討
す
る
。
ボ
ー
ト

ク
ラ
ブ
の
練
習
時
は
、
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
で
巡
回
し
て
い

る
。
現
在
、
愛
知
東
郷
ボ
ー

ト
ク
ラ
ブ
一
般
会
員
29
名
登

録
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
指

導
者
と
し
て
も
お
願
い
し
て

行
く
。

【
問
】　
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
の
取
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】　

出
場
全
カ
テ

ゴ
リ
ー
8
枠
あ
り
、
例
年
通

り
8
ク
ル
ー
派
遣
す
る
。
派

遣
費
は
全
額
町
費
を
考
え
て

い
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は
。

【
問
】　
ど
の
様
な
方
法
で
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

通
学
路

に
指
定
さ
れ
た
町
道
に
対
す

る
要
望
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

及
び
地
区
か
ら
要
望
書
を
頂

き
現
地
を
確
認
の
上
対
策
等

検
討
し
回
答
。
毎
年
小
学
校

1
校
を
対
象
に
「
交
通
安
全

総
点
検
」
を
実
施
。
本
年
は

諸
輪
小
学
校
で
実
施
予
定
。

点
検
は
、
地
区
・
小
学
校
・

警
察
・
県
尾
張
建
設
事
務
所
・

役
場
の
関
係
担
当
者
等
で
実

施
。
点
検
結
果
に
基
づ
き
各

道
路
管
理
者
、
事
業
者
・
警

察
で
対
策
を
検
討
・
改
善
。

ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
を
作
製
し
利

用
者
に
注
意
を
促
し
て
い
る

近藤　鑛治 議 員

「水と緑とボートのまち　とうごう」
今後のボート取組みを確認

【
問
】　
本
町
の
産
業
振
興
の

現
状
と
課
題
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

商
業
で

は
特
に
目
立
っ
た
特
色
は
な

く
、
工
業
で
は
工
業
団
地
な

ど
に
空
き
が
な
く
新
規
参
入

し
に
く
い
状
況
。
打
開
策
と

し
て
商
業
で
は
東
郷
中
央
土

地
区
画
整
理
事
業
、
工
業
で

は
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
所

へ
の
企
業
誘
致
を
は
か
る
努

力
を
し
て
い
る
。

【
問
】　
農
商
工
連
携
は
本
町

に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

考
え
る
。
農
協
と
商
工
会
の

連
携
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
今
の
と

こ
ろ
具
体
的
な
も
の
は
な
い

が
、
軽
ト
ラ
市
実
委
や
文
化

産
業
ま
つ
り
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
て
連
携
を
保
っ
て
い

る
。
今
後
も
連
携
強
化
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
た
い
。

【
問
】　
工
場
誘
致
の
観
点
で

の
農
業
関
連
企
業
誘
致
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】　

ト
マ
ト

工
場
が
具
体
的
に
動
い
て
い

る
。
こ
れ
を
機
に
25
年
３
月

に
県
農
業
会
議
の
方
に
よ
る

農
業
参
入
説
明
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
町
内
19
の
企
業

が
参
加
し
た
。

と
う
ご
う
体
操
に
つ
い
て

【
問
】　
「
と
う
ご
う
体
操
」は

健
康
課
所
管
で
普
及
を
進
め

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
を
鑑

み
全
部
署
が
主
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
業
と
考
え
る
。

ま
た
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
は
本
事
業
の
よ
う
な
複
合

的
な
も
の
が
多
く
な
る
と
思

わ
れ
る
が
見
解
は
。

【
町
長
】　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
効
果
も
期
待
し

た
い
。
各
部
署
が
自
分
の
所

管
と
し
て
、
と
う
ご
う
体
操

を
捉
え
普
及
を
促
進
し
て
い

き
た
い
。

水川　　淳 議 員

持続可能な自治体運営のため、
まちの特色を活かした産業振興を

「野菜栽培工場」の稼働が待たれる諸輪地内

平成26年8月3日第20回町民レガッタ
開催の愛知池漕艇場
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一
般
質
問

【
問
】　
学
校
図
書
室
と
町
立

図
書
館
と
の
連
携
対
策
は
。

【
教
育
部
長
】　

現
状
は
学
校

の
研
究
教
材
と
し
て
参
考
資

料
の
貸
出
依
頼
が
あ
る
。
連

携
計
画
は
な
い
が
検
討
し
た

い
。

【
問
】　
町
立
図
書
館
は
子
ど

も
図
書
館
的
な
特
性
が
あ
る

が
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」策
定
や
こ
ど
も
版「
図

書
館
だ
よ
り
」
の
発
行
は
。

【
教
育
部
長
】　

本
件
は
図
書

館
協
議
会
に
お
い
て
、
検
討

の
方
向
で
協
議
し
た
い
。

【
問
】　
ま
ち
の
歴
史
探
訪
と

考
慮
し
た
場
合
、
古
文
書
資

料
収
蔵
に
対
す
る
取
組
み
は

【
教
育
部
長
】　

歴
史
系
資
料

は
参
考
資
料
室
に
配
架
。
さ

ら
に
充
実
し
た
い
。

【
問
】　
郷
土
史
編
纂
を
計
画

的
に
整
備
す
る
必
要
性
は
。

【
教
育
部
長
】　

既
刊
物
の
訂

正
箇
所
確
認
と
郷
土
の
思
い

出
調
査
を
実
施
。
現
在
、
具

体
的
な
計
画
は
な
い
が
、
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

広
報・広
聴
の
視
点
か
ら

ま
ち
の
番
組
制
作
は

【
問
】　
高
度
情
報
社
会
を
向

か
え
、
行
政
と
民
間
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
考
え
は

【
企
画
部
長
】　

協
働
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
時
代
を

向
か
え
、
魅
力
的
な
情
報
提

供
を
工
夫
し
推
進
し
た
い
。

【
問
】　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関

心
を
深
め
る
上
で
、
ま
ち
の

紹
介
動
画
制
作
は
。

【
企
画
部
長
】　

町
独
自
の
番

組
制
作
は
予
算
と
職
員
の
確

保
が
必
要
で
あ
り
、現
在
、研

究
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】　
各
情
報
機
器
に
疎
い

年
代
層
に
対
す
る
取
組
み
は

【
企
画
部
長
】　

今
後
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
提

供
手
段
を
活
用
し
、
動
画
制

作
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

た
情
報
提
供
な
ど
を
検
討
す

る
。

【
問
】　
教
育
委
員
会
制
度
の

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

【
教
育
長
】　

①
教
育
行
政
の

責
任
の
明
確
化
②
総
合
教
育

会
議
の
設
置
、
大
綱
の
策
定

③
国
の
地
方
公
共
団
体
へ
の

関
与
の
見
直
し
、
こ
の
３
つ

の
柱
を
基
本
に
し
て
い
る
。

【
問
】　
教
育
委
員
長
と
教
育

長
を
一
本
化
し
た
新
教
育
長

は
、
首
長
が
議
会
同
意
を
得

て
任
命
す
る
。
こ
の
改
正
案

に
対
し
教
育
長
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】　

教
育
と
は
、
本

来
そ
の
性
質
か
ら
中
立
公
平

で
あ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

だ
。
個
人
的
な
価
値
判
断
や

特
定
の
政
党
の
影
響
力
か
ら

中
立
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
現
状
の
制
度

の
方
が
好
ま
し
い
と
考
え
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

【
問
】　
小
中
学
生
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
用
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
は

【
教
育
部
長
】　

児
童
個
人
の

所
有
率
は
25
％
未
満
だ
。

【
問
】　
教
育
委
員
会
・
学
校

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

【
教
育
部
長
】　

基
本
的
な
知

識
の
習
得
や
危
険
性
な
ど
に

つ
い
て
、
学
校
単
位
で
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】　
児
童
生
徒
の
有
効
活

用
の
推
進
は
。

【
教
育
部
長
】　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

に
よ
り
保
護
者
が
児
童
生
徒

の
位
置
を
把
握
で
き
る
。
ま

た
緊
急
連
絡
事
項
の
情
報
を

共
有
し
ス
ム
ー
ズ
な
連
絡
体

制
を
構
築
で
き
る
。

公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

【
問
】　
地
球
温
暖
化
の
防
止

さ
ら
に
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
る
た
め
公
共
施
設
へ
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
を
進
め
る

考
え
は
。

【
総
務
部
長
】　

国
の
補
助
制

度
等
を
含
め
、
で
き
る
だ
け

初
期
投
資
額
等
の
町
負
担
を

抑
制
す
る
方
法
を
研
究
し
、

推
進
し
て
い
き
た
い
。

箕浦　克巳 議 員

教育委員会改革で何が変わるのか

教育委員会の学校訪問

町立図書館「おはなしコーナー」

星野　靖江 議 員

子どもたちを取巻く読書環境
の推進と今後の取組みは
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一
般
質
問

【
問
】　
町
民
か
ら
役
場
に
出

向
い
た
時
、
あ
る
者
が
政
党

機
関
紙
を
配
達
、
集
金
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
と
連
絡

が
あ
っ
た
、
職
員
は
公
共
の

福
祉
の
た
め
勤
務
し
、
政
治

的
中
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る

立
場
に
あ
る
の
が
実
態
は
。

【
企
画
部
長
】　

政
党
機
関
紙

を
庁
舎
内
で
配
布
、
勧
誘
、

集
金
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
数
十
年
前

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
事
実

上
、
許
可
な
し
で
、
容
認
し

て
き
た
。

【
問
】　
東
郷
町
の
法
人
税
収

入
と
近
隣
の
法
人
税
収
入
は

い
く
ら
か
。

【
総
務
部
長
】　
平
成
24
年
度
、

東
郷
町
２
億
9301
万
円
、
豊
明

市
６
億
7713
万
円
、
日
進
市
７

億
8236
万
円
、
長
久
手
市
５
億

9778
万
円
、
み
よ
し
市
10
億
46

万
円
で
す
。

　

今
回
は
た
ま
た
ま
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
年
度
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
前
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、つ
ま
り
、リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
平
成
20

年
で
し
た
の
で
そ
の
前
年
度

分
つ
ま
り
平
成
19
年
度
を
見

ま
す
と
、
東
郷
町
４
億
2402
万

円
、
豊
明
市
６
億
7823
万
円
、

日
進
市
13
億
415
万
円
、
長
久

手
市
６
億
1456
万
円
、
み
よ
し

市
68
億
3561
万
円
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
問
】　
セ
ン
ト
ラ
ル
開
発
が

成
功
し
た
場
合
の
法
人
税
収

入
の
予
想
額
は
い
く
ら
か
。

【
総
務
部
長
】　

現
段
階
で
す

べ
て
の
税
目
な
ど
を
推
計
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
総
額

と
し
て
年
間
５
億
円
前
後
の

増
収
を
見
込
め
な
い
か
と
思

う
。

【
問
】　
東
郷
町
は
地
権
者
の

問
題
等
土
地
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
自

宅
兼
事
務
所
な
ど
土
地
の
い

ら
な
い
例
え
ば
漫
画
家
や
Ｉ

Ｔ
関
連
な
ど
の
企
業
誘
致
に

力
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】　
東
郷
町
全
体
の
区
・

自
治
会
の
加
入
率
は
。

【
総
務
部
長
】　

ほ
と
ん
ど
横

ば
い
だ
が
、
下
が
っ
て
き
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

【
問
】　
東
郷
町
は
町
の
責
務
・

町
民
の
責
務
を
記
し
た
住
民

自
治
基
本
条
例
を
策
定
し
た

が
、
行
政
に
加
入
率
の
悩
み

を
相
談
す
る
と
「
任
意
で
す

か
ら
」と
し
か
答
え
な
い
。町

行
政
は
も
っ
と
努
力
義
務
を

す
べ
き
、
で
は
と
の
町
民
の

声
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

【
総
務
部
長
】　

チ
ラ
シ
文
中

に
も
あ
る
「
強
制
的
な
も
の

で
は
な
い
」
と
の
文
言
が
逆

手
に
取
ら
れ
、
勧
誘
を
し
に

く
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
部
分
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

【
問
】　
チ
ラ
シ
は
、
東
郷
町

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ト
ッ
ピ
ィ
君
が
登
場
。
目

に
留
ま
り
や
す
く
興
味
を
持

ち
や
す
く
な
っ
た
。
転
入
者

が
訪
れ
る
住
民
課
窓
口
に
も

置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】　

窓
口
で
は
、

転
入
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く

煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
。

【
問
】　
で
は
、
名
古
屋
市
緑

区
・
天
白
区
の
区
役
所
の
住

民
課
窓
口
に
置
か
れ
て
い
る

「
加
入
申
込
受
付
ポ
ス
ト
」を

東
郷
町
役
場
内
に
置
い
て
み

る
の
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】　

メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
。

町
民
会
館
・
喫
茶
「
窓
」

閉
店
後
の
使
用
に
つ
い
て

【
問
】　
喫
茶
店
利
用
者
の
な

い
場
合
に
、
町
民
が
利
用
で

き
る
ミ
ニ
画
廊
的
な
場
所
と

し
て
開
放
す
る
考
え
は
。

【
教
育
部
長
】　

参
考
に
し
た

い
と
思
う
。

山田　達郎 議 員

みよし市の法人税収入 68億円

開発によって５億円以上の法
人税収入増

若園ひでこ 議 員

町行政は住民の「区・自治会加入」にもっと努力を

緑区役所内の加入申込受付ポスト
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